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１月１５日（水）この冬一番の寒さの中、地震避難訓練が行われました。

避難の放送が入ってから、グランドに集合するまで、４分４０秒でした。阪

神・淡路大震災から２５年が経ちました。６４００人以上の方が亡くなった、

未曾有の経験から生まれた知恵の一つに、避難するときの合言葉として

「お・は・し・も」という短い言葉が考えられました。 

「○おさない・○は しらない・○し ゃべらない・○も どらない」 
”命を守る合言葉“として、くり返し使いながら訓練を重ねていきたいと思

います。 

1/17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

子どもたちが楽しみにしている冬の恒例行事、１年生の「むかしあそ

び」を行いました。最高気温が 8℃という寒い日となりましたが、“いきい

きクラブ”の皆さん、保護者の皆さんがたくさん学校に来て下さいまし

た。遊び方の説明を聞き、夢中になって遊んでいました。けん玉・お手

玉・折り紙・とびがえる・さらまわし・ごむとび・竹馬・紙ひこうき・こままわ

し・ストロートンボ・おはじき・あやとり・・・など、時間を忘れて遊んでいま

した。ご指導いただいた皆様、寒い中、本当にありがとうございました。 
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今年は、暖冬でスキー場にも雪がないとニュースになっていますが、３学期がはじまり、１年で最も寒い季節を

迎えています。14日から 31日までは大繩ウイークを行いました。 寒さの中でも楽しそうに過ごしている子どもたち

に、元気をもらっています。先日は、学校関係者アンケートにご協力いただきありがとうございました。３月に、全体

の結果や考察、次年度の計画などをまとめて、お知らせいたします。 
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１月 21日(火)の集会で、給食委員が、 
「給食の歴史」を話す予定でしたが、イン 
フルエンザの影響により、急遽放送を使っ 
てのお話となりました。放送に合わせて 
各クラスでは、パワーポイントによる説明が 
映し出され、給食の歴史を学びました。 
この後、1月 24日(金)～30日(木)を給食 
週間とし、色々な取り組みが行われること 
も紹介されました。 

    

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休み時間のグラウンドは、寒さに負けず、たくさんの子どもたちと先生たち 

で大混雑！！昨年の各学年が出した最高記録を体育委員が各教室の扉 

に貼ってくれました。それを目標に各クラス、声をかけて励まし合いながら 

跳び方を教え合いながら、力を合わせて大繩に挑んでいます。 

「連続で何回跳べるかな？」一生懸命、みんなで取り組んでいる姿は、 

一体感があり、とても楽しそうです。見ているこちらの体も心もあたたかく 

なります。 
   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０号（校長室だより） 

令和２年１月３１日 

貝塚市立東山小学校 

あいさつする子 
しっかり学ぶ子 
たのしく遊ぶ子 

 

 
 

朝、始まりの時刻に少し遅れて走りこんできた子ども。 
手のひらには、飴の包装紙。「？？？」と思っていたら、  
「校長先生、ゴミ拾ってきたで！」と満面の笑み。 

    
こんな子どもたちが輝ける学校にしていきます！！ 
 

 

① ～授業参観、学年懇談会にご出席お願いいたします～ 
2 月 4 日（火）  1：45～参観授業 2：45～学級懇談会 
② 小学校入学説明会 
 2 月 12 日（水） 9：30 受付開始 
③ 各学年持久走記録会実施 
実施日、時間等、詳細な予定は「各学年だより」で 
ご確認ください。 

 

 

  

 

 

 

登下校時、送迎が必要な場合は、体育館前の駐車場に車
をとめてください。学校前の道路に、多くの車が駐車して
いると、交通の妨げになります。お手数ですが、ご協力を
お願いいたします。 

 
 

 

新しい年を迎えても、東山の子どもたちのために、教職員
も研修を積み重ねています。 

1/17（金）小中一貫教育合同研修会（山手地区公民館） 
1/24（金）６年生研究授業 講師 大阪府立大学 東教授  
1/27（月）２年生研究授業 講師 東京大学 植阪准教授  

いきいきクラブの山原八重子さんが、 
子どもたちに物の大切さを伝えたいと 
不要になった割りばしや牛乳パックを 
使用して、だんじりや汽車をつくり、展 
示してくれています。 
子どもたちは、「えー、すごい！」と 
言いながら興味を持って見ています。  

 


